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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

本研究の最終目的は、教員志望学生や現役教員を対象とした、地学領域 ( =宇宙地球科学 )の高度な

学習カリキュラムの構築である。  

今年度は、昨年度に引き続き、天体運行のシミュレート、天体画像を用いた演習 ・考察 、天気の変化に

ついての予測、流水と地層形成などに関する実験 ・演習 ・教材作成を行い、これらを実際の教員志望学生

や現役教員に対して導入を試みた。具体的には、以下のような授業や教員研修に対して、太陽 ・月 ・星の

動きに対する日時計 ・星座早見盤の応用、月 ・金星の満ち欠けのシミュレート、天体の観測データを用いた

画像解析、気象庁データベースを用いた気象変化の考察、流水を用いた地層形成シミュレーション、風

化 ・浸食 ・運搬 ・堆積作用の実験を導入 、実践した。  

 

・ 平成 26 年 06 月 23 日 (月 )  『天気図で学ぶ天気予報と気象学 』 (理数系教員指導力向上研修 ,  現

役教員 20 名 )  

・ 平成 26 年 06 月 30 日 (月 )  『数値シミュレーション入門 -放物運動を予測しよう-』 (理数系教員指導

力向上研修 ,  現役教員 10 名 )  

・ 平成 26 年 07 月 30 日 (水 )  『大地のでき方 』 (多摩六都科学館教員セミナー )  

・ 平成 26 年 07 月 30 日 (水 )  『太陽 と月 ・星 』 (多摩六都科学館教員セミナー ,  現役教員 27 名 )  

・ 平成 26 年 07 月 31 日 (木 )  『太陽 と月 ・星 』 (理数系教員指導力向上研修 ,  現役教員 13 名 )  

・ 平成 26 年 08 月 05 日 (火 )  『噴火 と火山の成り立ち』 (理数系教員指導力向上研修 )  

・ 平成 26 年 08 月 07 日 (木 )  『高層気象の基礎知識 』 (本学 ASCeST,  航空機を用いた教員研修 ,  現

役教員 3 名 )  

・ 平成 26 年 08 月 17 日 (日 )～20 日 (水 )  『天文学特別演習 』 (学部 2-4 年生 )  

・ 平成 26 年 06 月 23 日 (月 )  『天気図で学ぶ天気予報と気象学 』 (教員免許状更新講習 ,  現役教員

32 名 )  

・ 平成 26 年 09 月 19 日 (金 )  『天気 と天体 』 (若手教員研修 ,  現役若手教員 28 名 )  

・ 平成 26 年 09 月 30 日 (火 )  『天気 と天体 』 (若手教員研修 ,  現役若手教員 16 名 )  

・ 平成 26 年 11 月 12 日 (火 )  『天気 と天体の基礎 』 (本学非理科生で教採合格者 5 名 )  

・ 平成 26 年 11 月 29 日 (土 )  『楽 しく演出する理科実験講座 』 (教採合格者 )  

・ 平成 26 年 12 月 06 日 (土 )  『楽 しく演出する理科実験講座 』 (教採合格者 28 名 )  

・ 平成 26 年 12 月 13 日 (土 )  『楽 しく演出する理科実験講座 』 (教採合格者 )  

・ 平成 26 年 12 月 20 日 (土 )  『楽 しく演出する理科実験講座 』 (教採合格者 11 名 )  

・ 平成 27 年 02 月 21 日 (土 )  『楽 しく演出する理科実験講座 』 (教採合格者 )  

・ 平成 27 年 02 月 28 日 (土 )  『楽 しく演出する理科実験講座 』 (教採合格者 28 名 )  

・ 本学 「地学実験 （１年春期 、秋期 ）」「気象学概説 （２年秋期 ）」「気象科学特別演習 （３年秋期 ）」「理

科研究 （３年春期 、秋期 ）」「天文学実験 （3 年秋期 ）」「天文学特別演習 ( 3 年秋期 )」  

 

各研修で実施したアンケートによれば、いずれにおいても、概ね好評であった。しかしながら、例年それぞ

れの研修において、数名は「内容が理解できなかった」「難 しかった」とも回答しているため、今後も教材 ・カリ

キュラムの完成度を高める作業が必要である。 

  また、別途 GPS データを用いたシミュレーションや天体のスペクトルデータを用いた実習・

演習についても教材化を検討している。  
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